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 審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文では，高減衰角鋼片の内部欠陥を実用化可能な速度で検出し，欠陥位置・径を計測する手法
として平行走査型超音波透過法が提案されている．TOFを用いる超音波 CT法から大幅に計測経路を削
減しながらも欠陥による TOFの変化量に着目することにより欠陥径の計測を可能としており，また，
これまで利用されてこなかった対面反射波の TOFに着目することにより欠陥の深さ位置計測を可能と
している．集束超音波を用いる更なる高減衰角鋼片への適用や，平面波を用いる更なる計測の高速化
も図られており，高減衰角鋼片の非破壊評価の実用化に近づけたものといえる．また，透過超音波の
新たな応用例を示すものであり，非破壊検査手法の発展に寄与していることからも高く評価できる．
本論文における手法は鉄鋼のような固体内部のみならず空間温度計測などにも応用可能であり，計測
技術の発展にも貢献することが期待される． 
 
 
【最終試験の結果】 
平成３１年２月７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
